
チケットのお求め｜サラマンカホール チケットセンター

058-277-1110 http://t.pia.jp
Pコード：516-045

http://eplus.jp
Famiポート

［ご来場の皆様へ］新型コロナウイルス感染防止対策ご協力のお願い
本公演は、国・県・業界団体のガイドラインに則って開催いたします。
ご来場の際は、マスクの着用、手指消毒等のご協力をお願いいたします。
詳しくはサラマンカホール公式サイト、当日の館内掲示にてご確認ください。

9：00～
21：30

サラマンカメイト先行発売 ： 2022年10月28日（金）／一般発売：11月4日（金） ※ 電話・インターネット 9:00～／窓口 12:00～

ネット予約は公式サイト「サラマンカ・オンラインチケット」で

サラマンカホール

全席指定
S席 5,000円 バルコニー席 2,000円
［サラマンカメイト S席 4,500円 バルコニー席 1,800円］
※学生半額（30歳まで）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※車いす席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取り扱いです。

※申し込みは、サラマンカホールチケットセンター（058-277-1110）またはサラマンカホールホームページから。

主催：サラマンカホール
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14:00開演（13:00開場） サラマンカホール 岐阜市薮田南5-14-53
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葛西聖司の 最新！歌舞伎事情
2023.1.7（土）14:00～16:00（受付開始13:30） 【 限定80名】 500円
OKBふれあい会館 3F 301中会議室
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● チケットの先行販売
● チケットの割引（1公演2枚まで）
● ダイレクトメールによる
　 コンサートのご案内
● グッズコーナーでの割引

特　典

サラマンカメイトのご案内

※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

ラーメン屋

昭和52年飛騨高山生まれ
220年以上続く料亭に育ち、人間国宝西川扇藏（せんぞう）、梅津貴昶（たかあき）に師事し、２６歳の時、流派に所属しない舞踊家として、
本名にて活動をはじめ、東京と飛騨高山を拠点に一門の『菁風会』を主催。
毎年国立大劇場やGINZA SIXなどで「谷口裕和の会」を開催。「京鹿子娘道成寺」「鷺娘」「種蒔三番叟」「関の扉」「吉原雀」「二人
椀久」などを上演。紋付き袴姿で踊る素踊りを得意とし、一番シンプルでありながら、大変に技量が問われる芸に定評がある。
歌舞伎俳優市川中車をはじめ、未来の歌舞伎の担い手もある片岡千之助、市川團子、また俳優、女優、芸者と広い分野で指導に勤める。
2021年１月新橋演舞場での「海老蔵歌舞伎」では市川ぼたんの「藤娘」海老蔵（現團十郎）・歡玄（現新之助）による「橋弁慶」の指導。
2021年３月大阪、京都カルティエアンバサダー片岡千之助「一調一管 石橋」振付。2022年３月熊本八千代座「雨の五郎」市川勸玄
（現新之助）、「手習子」市川ぼたん指導。

谷口 裕和 ［舞踊］ Hirokazu Taniguchi

古典芸能解説者
NHKアナウンサー時代の体験を生かし、歌舞伎、
文楽、能狂言、日本舞踊、邦楽など古典芸能の
解説や講演を全国で展開している。
「僕らの歌舞伎」（淡交社）「文楽のツボ」（ＮＨＫ出版）
「教養として学んでおきたい能狂言」「教養として
学んでおきたい歌舞伎」（マイナビ新書）
「名セリフの力」「ことばの切っ先」（展望社）ほか
著書多数
国民文化祭に向けて地芝居大国ぎふ応援大使拝命。
早稲田大学公開講座、ＮＨＫ文化センター、朝日
カルチャーセンター講師　日本演劇興行協会理事 
国立劇場評議員 石川県小松市曳山交流館名誉
館長などを勤めている。

葛西 聖司 ［解説］
Seiji Kasai
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横浜市出身。東京藝術大学及び同大学院卒業。
2010年よりDAAD給費留学生として渡独。ヴュル
ツブルク及びミュンヘン音楽大学にて教会音楽と
現代音楽を学ぶ。2013年国家演奏家資格取得、
文化庁新進芸術家海外研修員。2016年IONニュ
ルンベルク国際オルガンコンクール優勝（ヨハン・
パッヘルベル賞受賞）。2018年、バーデン＝ヴュル
テンベルク州主教会-シュティフツ教会専属オルガ
ニストに就任。以後2020年まで、カントールのカイ・
ヨハンセンと共に多岐に渡る音楽プロジェクトに携
わった。2021年に日本へ完全帰国し、現在は日本
キリスト教団聖ヶ丘教会首席オルガニスト及び明
治学院大学横浜主任オルガニストを務める。2022
年、アンサンブル室町芸術監督に就任。

大平 健介 ［パイプオルガン］
Kensuke Ohira
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